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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月29日(2014.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源部と、前記光源部からの光を回折する回折格子と、前記回折格子を経た光を検出す
る検出器と、を備えたトールボット干渉計であって、
　前記光源部は、
　前記回折格子により回折されることで第１の干渉パターンを形成する光を出射する複数
の第１の光出射部と、
　前記回折格子により回折されることで第２の干渉パターンを形成する光を出射する複数
の第２の光出射部と、を有し、
　前記複数の第１の光出射部と前記複数の第２の光出射部は、
　前記第１の干渉パターンと前記第２の干渉パターンの少なくとも一部が重なり、
　且つ、前記第１の干渉パターンの明部と前記第２の干渉パターンの明部が異なる位置に
形成されるように配置されており、
　前記第１の干渉パターンと前記第２の干渉パターンによって、
合成パターンが形成されることを特徴とするトールボット干渉計。
【請求項２】
　前記第１の干渉パターンと前記第２の干渉パターンは井桁状であり、
　前記合成パターンは市松格子状であることを特徴とする請求項１に記載のトールボット
干渉計。
【請求項３】
　前記光源部は、
　光源と、
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　複数の開口が設けられた線源格子と、を有し、
　前記複数の第１の光出射部と前記複数の第２の光出射部の夫々は前記線源格子の前記複
数の開口の夫々であることを特徴とする請求項１又は２に記載のトールボット干渉計。
【請求項４】
　前記光源部は、
　複数の光源を有し、
　前記複数の第１の光出射部と前記複数の第２の光出射部の夫々は前記複数の光源の夫々
であることを特徴とする請求項１又は２に記載のトールボット干渉計。
【請求項５】
　前記光出射部から前記回折格子までの距離をＲ１、前記回折格子から前記第１または第
２の干渉パターンまでの距離をＲ２、前記第１または第２の干渉パターンのピッチをＰ２
としたとき、光出射部が配置されている間隔Ｐ０は下記式で表されることを特徴とする請
求項１乃至４のいずれか１項に記載のトールボット干渉計。
　　Ｐ０＝（Ｒ１／Ｒ２）×（Ｐ２／√２）
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載のトールボット干渉計は、前記回折格子を経た光
の一部を遮光する遮蔽格子を備え、
　前記合成パターンは前記遮蔽格子上に形成されることを特徴とするトールボット干渉計
。
【請求項７】
　前記合成パターンは前記検出器上に形成されることを特徴とする請求項１乃至５のいず
れか１項に記載のトールボット干渉計。
【請求項８】
　前記第１の干渉パターンと前記第２の干渉パターンは同じ形状であることを特徴とする
請求項１乃至７のいずれか１項に記載のトールボット干渉計。
【請求項９】
　前記光源部はＸ線源部であることを特徴とする請求項１に記載のトールボット干渉計。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載のトールボット干渉計は、
　演算部を備え、
　前記演算部は前記検出器による検出結果に基づいて演算を行うことを特徴とするトール
ボット干渉計。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のトールボット干渉計は画像表示装置が接続されており、
　前記画像表示装置は、前記演算部による演算結果に基づいた画像を表示することを特徴
とするトールボット干渉計システム。
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